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学校関係者評価

実 施 日　令和　年　月　　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

○教員の授業力、生
徒の学習意欲及び学
習定着状況の向上

①教員間の授業見学等を活用した
わかりやすい授業の実践

②ベネッセによるスタディサポー
トの実施（１年次：年間２回，２
年次１回）

③校内外でのＩＣＴの有効活用

④各種検定試験等の機会の提供

2

○系統立てた進路指
導による第一志望実
現に向けた指導の工
夫

①３年間を見通した組織的な進路
指導の遂行

②様々な説明会等を通した適切な
情報提供

③保護者への情報提供と更なる連
携

3

○生徒自身が考え主
体的に取り組む生徒
指導

○「やり抜く力」を
育む学校行事や部活
動

①誰もが安全・安心な学校生活を
送ることができる適切な生徒指導
の実践

②保護者の理解・協力体制の更な
る構築

③生徒会による各学期の目標等の
提示

①主体性を尊重した企画・立案及
び充実した活動

②ネガティブシンキングからポジ
ティブシンキングを尊重した部活
動の活性化

4

○ＰＴＡ、地域社会
との連携事業及び施
設開放等による開か
れた学校づくりの推
進

①インスタグラム、ホームページ
等による情報発信

②ボランティア活動及び地域交流
の推進

③学校説明会、部活動体験等の更
なる充実

④ＰＴＡ活動及び学校運営協議会
（コミュニティスクール）の継続
実施

令和８年度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト　 （ 県立大宮東高等学校 ）

目指す学校像 安全・安心な環境の下、文武両道を旨とし、正義感溢れる心身ともに健康な生徒を育てる学校
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話会
を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とす
る。

達

成

度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１　生徒の能力を最大限に引き出す授業を実践し、自主学習する習慣を確立させ、確かな学力の定着を図る。
２　組織的・計画的なキャリア教育を通して、生徒が主体的に一つ上を目指し進路を実現できる能力を培う。
３　生徒指導の充実と部活動等の活性化を図り、安全・安心な環境の下、高い規範意識と豊かな人間性を持った生徒を
　育成する。
４　保護者や地域と密接に連携し、地域に信頼される開かれた学校づくりをする。

概ね達成(６割以上) 　出席者
　
　　学校関係者　　　　　名
　　生徒　　　　　　　　名
　　事務局(教職員)  　　名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（　月　日 現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】
生徒一人一人の実状を把握
しながら、ＩＣＴを有効活
用した授業の工夫・改善を
図り、基礎学力の定着と進
路希望に応じた資格取得等
を促し、丁寧な指導を行っ
ている。

【課題】
学習指導と進路指導を関連
付けた学習習慣の定着

①評価アンケート（授業満足度
等）の肯定的な評価割合の増加
（昨年度比＋５％）

②学習到達度Ｃ３（基礎・基本の
定着レベル）以上の割合の増加
（昨年度比＋５％）

③評価アンケートにおけるiPadの
活用割合１００％

④受験者数の増加

【現状】
学校説明会や部活動体験、
ＰＴＡ活動をはじめとする
地域社会との交流を積極的
に行っている。

【課題】
様々な交流事業を通した本
校の魅力発信及びＰＴＡ・
地域社会との更なる連携

①更新回数やアクセス数の向上
（前年度比＋１０％）

②地域とのふれあい事業等の充実

③学校説明会、部活動体験等の参
加者数の増加（前年度比＋５％）

④ＰＴＡ活動参加者の増加及び学
校運営協議会（コミュニティス
クール）の意見反映

【現状】
一人一人の希望進路の実現
に向けて、分野別説明会や
細やかな個別指導を行って
いる。

【課題】
「生きる力」を育むキャリ
ア教育の推進及び多様な進
路希望の実現に向けた指導
の更なる充実

①評価アンケート（進路意識）の
肯定的な評価割合８０％以上

②評価アンケート（進路満足度）
の肯定的な評価割合の増加（前年
度比＋５％）

③保護者への評価アンケート（進
路満足度）の肯定的な評価割合の
増加（前年度＋５％）

【現状】
爽やかな挨拶を実践し、文
武両道を心掛け、安全・安
心な環境づくりに尽力して
いる。

【課題】
立ち止まって冷静に考える
判断力及びチャレンジ精神
を尊重し何事にも一所懸命
取り組む態度の育成

①評価アンケート（生徒指導に関
する意識）の肯定的な評価割合の
増加

②評価アンケート（生徒理解）の
肯定的な評価割合の増加

③達成状況の向上

①評価アンケート（学校行事・部
活動満足度）の肯定的な評価割合
の増加

②評価アンケート（部活動に関す
る意識）の肯定的な評価割合の増
加及び部活動加入率や成果の向上


